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主
な
内
容

平
成
30
年
4
月
5
日
、
ハ
ナ

ミ
ズ
キ
が
満
開
の
日
、
健
康
科

学
部
及
び
子
ど
も
学
部
入
学
式

が
狭
山
校
舎
講
堂
で
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
は
健
康
科
学
部
へ
の
改

組
及
び
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
科
開
設
を
記
念
し
て
、
本
学

名
誉
教
授
、
女
性
未
来
研
究
所

長
の
樋
口
惠
子
先
生
が
「
高
齢

化
社
会
突
入
の
中
で
若
者
に
期

待
す
る
こ
と
」
と
題
し
て
入
学

式
の
直
後
に
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
新
入
生
と
そ
の
家
族
等
が

真
剣
に
、
ま
た
時
に
は
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
た
話
に
笑
い
が
起
こ

る
中
、
和
や
か
な
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

入
学
式
終
了
後
、
祝
賀
会
が

新
築
さ
れ
た
6
号
館
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
棟
1
階
の

ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
美
し
い
新
緑

を
バ
ッ
ク
に
、
在
校
生
に
よ
る

ホ
ル
ン
独
奏
に
始
ま
り
、
菅
谷

学
校
教
育
法
第
１
０
９
条
第

1
項
に
、「
大
学
は
、
そ
の
教
育

研
究
水
準
の
向
上
に
資
す
る
た

め
、
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
大
学
の

教
育
及
び
研
究
、
組
織
及
び
運

営
並
び
に
施
設
及
び
設
備
（
次

項
に
お
い
て
「
教
育
研
究
等
」

と
い
う
。）の
状
況
に
つ
い
て
自

ら
点
検
及
び
評
価
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
公
表
す
る
も
の
と
す

る
。」
と
定
め
、第
2
項
に
お
い

て
、「
大
学
は
、
前
項
の
措
置
に

加
え
、
当
該
大
学
の
教
育
研
究

等
の
総
合
的
な
状
況
に
つ
い

て
、
政
令
で
定
め
る
期
間
ご
と

5
月
10
日
板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス

中
会
議
室
に
て
平
成
29
年
度
渡

邉
辰
五
郎
賞
・
渡
邉
辰
五
郎
奨

励
賞
贈
賞
式
・
記
念
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
7
回
目

の
今
回
は
木
村
素
靜
氏
・
中
本

恵
美
子
氏
の
お
二
人
に
賞
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

贈
賞
式

菅
谷
理
事
長
、
山
本
学
長
を

は
じ
め
、
理
事
・
役
職
者
等
が

多
数
列
席
の
下
、
保
坂
総
務
部

長
の
司
会
に
よ
り
贈
賞
式
が
催

さ
れ
ま
し
た
。
菅
谷
理
事
長
は

挨
拶
の
中
で
、
自
主
自
律
と
い

う
渡
邉
先
生
建
学
の
精
神
に

沿
っ
て
女
性
の
活
躍
が
増
え
て

い
る
中
で
も
、
渡
辺
学
園
の
卒

業
生
は
、
社
会
で
頑
張
っ
て
い

る
方
が
非
常
に
多
い
と
、
大
変

う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
と

話
さ
れ
、
山
本
学
長
の
挨
拶
で

に
、
文
部
科
学
大
臣
の
認
証
を

受
け
た
者
（
以
下
「
認
証
評
価

機
関
」
と
い
う
。）
に
よ
る
評
価

（
以
下
「
認
証
評
価
」
と
い
う
。）

を
受
け
る
も
の
と
す
る
。」と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
法
律
に
基
づ
き
東
京
家

は
、
卒
業
生
が
大
学
を
つ
く
る

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

ま
さ
に
卒
業
し
た
皆
さ
ん
が
活

躍
す
る
中
で
、
本
学
が
ど
う
い

う
教
育
を
し
た
か
と
い
う
、
結

果
を
表
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
、
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

受
賞
者
が
紹
介
さ
れ
、
表
彰

状
と
副
賞
と
と
も
に
、
記
念
メ

ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
会

木
村
素
靜
氏
は
、「
備
前
焼
の

略
歴
史
と
備
前
焼
の
鑑
賞
」
と

題
し
て
備
前
焼
と
の
出
会
い
や

作
品
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し

た
。中

本
恵
美
子
氏
は
、「
本
学
で

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
」
と

題
し
て
、
幸
福
感
に
つ
い
て
も

話
さ
れ
、
今
後
の
抱
負
を
語
ら

れ
ま
し
た
。

政
大
学
は
、
平
成
28
年
度
に
自

己
点
検
・
評
価
を
実
施
し
、
平

成
29
年
度
に
公
益
財
団
法
人
大

学
基
準
協
会
の
大
学
評
価
を
受

審
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
同

協
会
か
ら
平
成
30
年
3
月
に

「
大
学
基
準
に
適
合
し
て
い
る
」

と
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
認
定
の

期
間
は
平
成
37
（
２
０
２
５
）

年
3
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま

す
。

定
彦
理
事
長
の
挨
拶
、
元
衆
議

院
議
員
の
大
野
松
茂
様
よ
り
祝

辞
を
頂
き
、
鏡
開
き
、
乾
杯
、

山
本
和
人
学
長
か
ら
の
謝
辞
、

そ
し
て
清
水
順
市
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
長
の
声
で
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

渡
邉
辰
五
郎
賞

邉
辰
五
郎
賞

渡
邉
辰
五
郎
賞
郎
賞

贈
賞
式
・
記
念
講
演
会

贈
賞
式
・
記
念
講
演
会

贈
賞
式
賞
式
・
記
念
講
演
会
演
会

行行
挙
行行行
挙挙挙
行

年

平平
成成
2299

度
年
度
年年
度

◆
第
７
回
受
賞
者
（
２
名
）

「
渡
邉
辰
五
郎
賞｣

木
村
素
靜
氏

備
前
焼
陶
工

（
昭
和
41
年
短
期
大
学
部
保
育
科
卒
業
）

「
渡
邉
辰
五
郎
奨
励
賞｣

中
本
恵
美
子
氏
株
式
会
社
エ
ー
ザ
イ

（
平
成
９
年
大
学
院
家
政
学
研
究
科
修
士
課
程

食
物
栄
養
学
専
攻
修
了
）

狭山キャンパス新学部・新学科狭山キャンパス新学部・新学科
開設記念祝賀会挙行開設記念祝賀会挙行

◀
祝
辞

　

大
野
松
茂
様

◀
大
野
様
と
歓
談
す
る

　

菅
谷
理
事
長

◀
入
学
式

　

山
本
和
人
学
長

◀
学
長
と
教
員
に
よ
る

　

鏡
開
き

◀
記
念
講
演

　

樋
口
惠
子
先
生

◀
在
校
生
に
よ
る

　

演
奏

平
成
平
成
2929
年
度
大
学
評
価
（
認
証
評
価
）
の
結
果

年
度
大
学
評
価
（
認
証
評
価
）
の
結
果

「
大
学
基
準
に
適
合
」
と
認
定

「
大
学
基
準
に
適
合
」
と
認
定

受賞者を囲んで　前列左より
菅谷理事長、中本氏、木村氏、山本学長

菅谷理事長挨拶
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昭
和
43
年
に
創
立
さ
れ
た
緑

苑
ク
ラ
ブ
は
本
年
50
周
年
を
迎

え
、平
成
30
年
5
月
19
日
（
土
）

小
講
堂
（
三
木
ホ
ー
ル
）
に
て

創
立
50
周
年
記
念
式
典
・
特
別

記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
学
内
外
の
来
賓
、
緑
苑
ク

ラ
ブ
会
員
、
教
職
員
、
後
援
会

役
員
、
地
域
の
方
々
な
ど
多
数

列
席
の
も
と
、
筝
曲
部
に
よ
る

美
し
い
お
琴
の
演
奏
で
は
じ
ま

り
、
斉
藤
忠
良
委
員
長
に
よ
る

挨
拶
、
続
い
て
菅
谷
定
彦
理
事

長
、大
野
松
茂
元
衆
議
院
議
員
、

中
里
喜
子
緑
窓
会
会
長
よ
り
温

か
い
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
和

や
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
の
後
、
樋
口
惠
子
東
京

家
政
大
学
女
性
未
来
研
究
所

長
・
名
誉
教
授
を
講
師
に
迎
え
、

『
人
生
１
０
０
年　

親
子
の
き

ず
な
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
人
生
１

０
０
年
時
代
を
生
き
る
に
あ
た

り
、
そ
の
中
心
と
な
る
家
族
と

の
関
わ
り
方
、
自
身
の
在
り
方

に
つ
い
て
の
お
話
に
皆
様
共
感

を
得
ら
れ
た
よ
う
で
、
真
剣
に

聞
き
入
っ
て
い
る
様
子
で
し

た
。２

時
間
に
亘
る
記
念
式
典
・

講
演
会
は
、
新
美
謙
二
副
委
員

長
に
よ
る
挨
拶
で
終
了
し
ま
し

た
が
、
緑
苑
ク
ラ
ブ
の
今
後
の

活
動
に
大
き
な
励
み
と
な
る
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

【
緑
苑
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
】

東
京
家
政
大
学
緑
苑
ク
ラ
ブ

は
、
東
京
家
政
大
学
・
東
京
家

政
大
学
短
期
大
学
部
卒
業
生
の

保
護
者
に
よ
り
組
織
さ
れ
て
い

る
会
で
す
。
大
学
の
発
展
を
願

う
と
い
う
趣
旨
で
発
足
し
、
学

園
事
業
に
対
し
て
支
援
し
て
い

ま
す
。

平
成
30
年
春
の
叙
勲
で
、
永

年
の
教
育
・
研
究
功
績
に
よ
り
、

平
成
21
年
3
月
31
日
付
で
定
年

退
職
さ
れ
た
浅
見
英
夫
名
誉
教

授
が
瑞
宝
小
綬
章
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

叙
勲
伝
達
式
は
平
成
30
年
5

月
11
日
に
国
立
劇
場
大
劇
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

5
月
29
日
に
本
学
に
お
い
て

お
祝
い
の
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。

平
成
23
年
４
月
１
日
、
本
学

園
に
お
け
る
業
務
の
適
正
・
適

法
化
、
効
率
化
及
び
教
職
員
の

業
務
に
関
す
る
意
識
の
向
上
を

図
り
、
法
人
の
健
全
な
発
展
と

社
会
的
信
頼
の
保
持
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。平

成
28
年
度
に
、
新
た
に
百

周
年
記
念
館
３
階
に
事
務
室
が

設
置
さ
れ
、
兼
務
職
員
の
他
本

務
職
員
も
配
置
さ
れ
、
内
部
監

査
体
制
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

内
部
監
査
と
は

組
織
の
「
内
部
」
の
人
間
に

よ
っ
て
行
わ
れ
る
「
監
査
」
を

内
部
監
査
と
言
い
ま
す
。
本
学

園
の
職
員
が
、
本
学
園
の
組
織

及
び
教
職
員
に
対
し
て
監
査
を

行
い
ま
す
。

そ
の
監
査
と
は
「
法
人
の
業

務
全
般
に
つ
い
て
、
法
令
及
び

法
人
の
諸
規
程
並
び
に
社
会
規

範
等
に
則
り
、
適
正
に
遂
行
さ

れ
て
い
る
か
を
公
正
か
つ
客
観

的
な
立
場
で
検
討
及
び
評
価

し
、
法
人
の
発
展
に
と
っ
て
有

効
な
改
善
・
改
革
の
助
言
及
び

提
案
を
理
事
長
に
行
う
」
と
本

学
園
の
規
程
に
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
ち
ら
を
学
生
の
皆
さ
ん
で

も
分
か
り
や
す
く
言
い
換
え
ま

す
と
、内
部
監
査
室
で
は
主
に
、

「
学
園
を
支
え
る
組
織
の
業
務

が
事
務
的
・
経
理
的
に
正
し
く

行
わ
れ
て
い
る
か
」
や
「
各
教

職
員
の
業
務
が
効
率
よ
く
行
わ

れ
て
い
る
か
」
を
点
検
し
て
い

ま
す
。

内
部
監
査
の
基
本

本
学
園
の
内
部
監
査
は
原
則

と
し
て
、
教
員
個
人
の
教
育
研

究
内
容
を
除
く
、
法
人
す
べ
て

の
業
務
活
動
を
対
象
と
し
て
お

り
、
そ
の
監
査
で
は
「
業
務
監

査
」
及
び
「
財
務
監
査
」
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
監
査
に
は

内
部
監
査
計
画
に
則
り
実
施
す

る
「
定
期
監
査
」
と
、
必
要
に

応
じ
行
う
「
臨
時
監
査
」
の
２

種
類
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
：
定
期
監
査

こ
こ
で
監
査
の
一
例
と
し
て

定
期
監
査
の
方
法
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

定
期
監
査
と
は
、
被
監
査
部

門
の
関
係
資
料
や
帳
簿
等
の
確

認
、
照
合
ま
た
は
被
監
査
部
門

の
長
へ
の
聞
き
取
り
に
よ
っ
て

行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
必
要

に
応
じ
て
書
面
に
よ
る
監
査
と

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

最
後
に

内
部
監
査
室
で
は
、
不
正
の

確
認
だ
け
に
重
き
を
置
く
の
で

は
な
く
、「
働
き
方
改
革
」
を
推

進
す
る
現
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

業
務
効
率
化
を
実
現
で
き
る
提

案
を
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
お

り
ま
す
。
通
常
、
学
生
や
教
職

員
の
方
々
と
直
接
接
す
る
機
会

は
有
り
ま
せ
ん
が
、
学
園
の
基

盤
と
な
る
組
織
が
健
全
で
あ
る

か
を
監
視
し
、
学
園
の
発
展
や

社
会
的
信
頼
の
確
保
の
為
、

日
々
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

内部監査室

大学の
ここが知りたい！！
大学の

ここが知りたい！！
大学の

ここが知りたい！！
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平成31年度　大学院人間生活学総合研究科入試日程
〈全専攻　1期・2期入試実施　男女共学〉

大学院人間生活学総合研究科では、衣・食・健康・福祉から、心と保育・教育までを包括した人間の生命活動と生
存活動の探求を深め、新たな今日的課題に応える広く複眼的な視野を持った研究能力と課題解決能力のある実社会で
リーダーとなれる人材の養成を目指します。31年度入試日程は以下の通りです。
 （大学院事務室：03-3961-3473 ／ daigakuin@tokyo-kasei.ac.jp）

課程 専攻 定員 入試種別 説明会 試験日 出願期間 合格発表 入学手続期間

修士

児童学児童教育学 ５ 1期
一般・社会人特別
学内推薦  ※

7/4
（水）・

9/19
（水）

10/29
（月）

10/9
（火）～

10/15
（月）

10/31
（水）

11/5
（月）～

11/9
（金）

健康栄養学 ５

造形学 ４

英語・英語教育研究 ４

2期
一般・社会人特別
学内推薦  ※

12/5
（水）

2/6
（水）

1/15
（火）～

1/21
（月）

2/8
（金）

2/12
（火）～

2/18
（月）

臨床心理学 ８

教育福祉学 ４

博士後期 人間生活学 ３

※ 人間生活学専攻では学内推薦入試は実施しません。臨床心理学専攻は学内選抜入試を8月上旬に1回実施する予定です。
　 大学院の詳しい情報については、大学院HPで確認してください。

緑
苑
ク
ラ
ブ
創
立

緑
苑
ク
ラ
ブ
創
立
5050
周
年
周
年

記
念
式
典
・
特
別
記
念
講
演
会　

開
催

記
念
式
典
・
特
別
記
念
講
演
会　

開
催

平
成
平
成
3030
年
春
の
叙
勲

年
春
の
叙
勲

斉藤委員長による挨拶集合写真

緑苑祭テーマ決定!!緑苑祭テーマ決定!!
板橋キャンパス板橋キャンパス

テーマ「祭短し華めけ乙女」テーマ「祭短し華めけ乙女」
10/27（土）・28（日）10/27（土）・28（日）

狭山キャンパス狭山キャンパス
テーマ「花より家政」テーマ「花より家政」

10/28（日）10/28（日）

緑苑祭テーマ決定!!緑苑祭テーマ決定!!
板橋キャンパス板橋キャンパス

テーマ「テーマ「祭祭
まつりまつり

短し華めけ乙女」短し華めけ乙女」
10/27（土）・28（日）10/27（土）・28（日）

狭山キャンパス狭山キャンパス
テーマ「花より家政」テーマ「花より家政」

10/28（日）10/28（日）

平成29年度学園貢献賞授賞式 挙行
平成29年度学園貢献賞の授賞式が、平成30年2月27日（火）に百周

年記念館大会議室にて行われました。また、「大学院ベスト論文理事
長賞」のみ、平成30年3月18日（日）大学院修了記念パーティーにて
授賞式を行いました。
平成29年度は下記の通り16の個人・団体が受賞し、授賞式では

菅谷理事長、山本学長、篠原校長（当時）より表彰状と副賞が授与
されました。

学園貢献賞 受賞者　※所属は全て受賞当時。看護学部は平成30年度より健康科学部に名称変更。
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熱
中
症
は
７
月
や
８
月
だ
け

で
な
く
５
月
の
急
に
気
温
が
上

が
る
日
や
残
暑
が
厳
し
い
９
月

以
降
も
か
か
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
熱
中
症
に
か
か
ら
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
正
し

い
知
識
と
応
急
処
置
法
を
知
っ

て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

熱
中
症
予
防

温
度
に
気
を
く
ば
り
ま
し
ょ
う

＊
天
気
や
気
温
を
知
る

＊
日
陰
を
選
ん
で
歩
く

＊
日
傘
や
帽
子
の
活
用

＊ 

エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
上
手

に
使
う

＊ 

涼
し
い
素
材
の
服
を
着
る

　

 

木
綿
・
麻
な
ど
の
自
然
素
材

や
吸
汗
・
速
乾
性
に
優
れ
た

素
材
を
選
ぶ

飲
物
を
持
ち
歩
き
ま
し
ょ
う

＊
こ
ま
め
な
水
分
補
給

　

 

喉
が
渇
く
前
、
暑
い
と
こ
ろ

3
月
24
日
。
第
4
回
目
の
卒

園
式
を
行
い
ま
し
た
。

年
長
児
は
1
月
か
ら
、
卒
園

に
向
け
て
準
備
や
、
卒
園
制
作

の
活
動
を
し
ま
し
た
。
卒
園
制

作
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち

み
ん
な
で
話
し
合
い
ま
し
た
。

「
み
ん
な
で
遊
べ
る
遊
具
が
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」「
外
に
お
け

る
も
の
」「
お
部
屋
に
飾
る
も
の

が
い
い
」
と
様
々
な
ア
イ
デ
ア

が
出
る
中
で
、
一
番
多
か
っ
た

の
は
、
子
ど
も
た
ち
が
長
く
親

し
ん
で
き
た
「
も
り
の
へ
な
そ

う
る
」
の
お
話
よ
り
、「
へ
な
そ

う
る
」
と
い
う
赤
と
黄
色
の
恐

竜
を
作
る
と
い
う
も
の
で
し

た
。
ど
の
よ
う
な
素
材
な
ら
で

き
る
か
、
ど
ん
な
形
に
す
る
か

話
し
、
木
の
板
を
並
べ
て
へ
な

そ
う
る
を
作
る
こ
と
に
決
ま
り

ま
し
た
。身
長
ほ
ど
あ
る
板
を
、

ペ
ン
キ
で
へ
な
そ
う
る
の
色
に

し
て
い
く
時
に
も
「
一
緒
に
や

今
年
も
元
気
に
幼
稚
園
生
活

今
年
も
元
気
に
幼
稚
園
生
活

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

年
少
組
の
子
ど
も
達
は
、
は

年
少
組
の
子
ど
も
達
は
、
は

じ
め
て
の
幼
稚
園
生
活
に
毎
日

じ
め
て
の
幼
稚
園
生
活
に
毎
日

ド
キ
ド
キ
・
ワ
ク
ワ
ク
！

ド
キ
ド
キ
・
ワ
ク
ワ
ク
！

入
園
当
初
は
緊
張
か
ら
硬
い

入
園
当
初
は
緊
張
か
ら
硬
い

表
情
を
浮
か
べ
て
い
た
子
ど
も

表
情
を
浮
か
べ
て
い
た
子
ど
も

達
も
、
好
き
な
遊
び
を
見
つ
け

達
も
、
好
き
な
遊
び
を
見
つ
け

た
り
、
先
生
や
友
達
と
関
わ
っ

た
り
、
先
生
や
友
達
と
関
わ
っ

た
り
す
る
中
で
、
少
し
ず
つ
緊

た
り
す
る
中
で
、
少
し
ず
つ
緊

張
も
ほ
ぐ
れ
、
ニ
コ
ニ
コ
の
笑

張
も
ほ
ぐ
れ
、
ニ
コ
ニ
コ
の
笑

顔
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

顔
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

き
ま
し
た
。

毎
朝
、
登
園
時
間
に
な
る
と

毎
朝
、
登
園
時
間
に
な
る
と

年
長
さ
ん
が
、「
お
手
伝
い
に
来

年
長
さ
ん
が
、「
お
手
伝
い
に
来

ま
し
た
！
」
と
お
部
屋
に
や
っ

ま
し
た
！
」
と
お
部
屋
に
や
っ

て
き
ま
す
。「
お
は
よ
う
。」
と

て
き
ま
す
。「
お
は
よ
う
。」
と

挨
拶
を
し
た
り
、「
タ
オ
ル
と

挨
拶
を
し
た
り
、「
タ
オ
ル
と

コ
ッ
プ
は
こ
こ
に
か
け
る
ん
だ

コ
ッ
プ
は
こ
こ
に
か
け
る
ん
だ

よ
。」
と
優
し
く
教
え
た
り
、丁

よ
。」
と
優
し
く
教
え
た
り
、丁

寧
に
朝
の
支
度
の
流
れ
を
伝
え

寧
に
朝
の
支
度
の
流
れ
を
伝
え

て
く
れ
ま
す
。

て
く
れ
ま
す
。

Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
全
国
大
会
２
位

高
等
学
校
ド
リ
ル
チ
ー
ム
部

Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
は
、
2
月
18
日

に
駒
沢
体
育
館
に
て
行
わ
れ

た
、
全
国
大
会
の
地
区
予
選
で

も
あ
るU

SA
-Regionals

東
京

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
こ
の

大
会
のPom

-M
edium

部
門
に

出
場
し
た
A
チ
ー
ム
は
１
位
通

過
を
果
た
し
、
全
国
大
会
出
場

を
決
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
A
チ
ー
ム
は
、
残
念

な
が
ら
予
選
敗
退
と
な
っ
た
B

チ
ー
ム
の
協
力
と
応
援
の
も
と

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
練
習
を

重
ね
、
3
月
27
日
に
幕
張
メ
ッ

セ
で
開
か
れ
た
全
国
大
会

U
SA
-N
ationals

で
２
位
と
な

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

全
国
大
会
で
の
２
位
と
い
う

成
績
は
私
達
に
と
っ
て
望
外
の

喜
び
と
も
い
え
る
も
の
で
、こ
こ

に
至
る
ま
で
ご
支
援
く
だ
さ
っ

に
出
る
前
か
ら
水
分
補
給

　

 

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
や
塩
分

を
含
ん
だ
飴
な
ど
を
携
帯
し

水
分
と
一
緒
に
塩
分
補
給

休
憩
を
と
り
ま
し
ょ
う

＊
涼
し
い
場
所
で
休
息

＊ 

ぐ
っ
す
り
眠
れ
る
環
境
づ
く

り
＊
自
分
の
体
調
を
知
ろ
う

栄
養
を
と
り
ま
し
ょ
う

＊
朝
食
を
抜
か
な
い

　

 
夏
バ
テ
で
も
食
材
選
び
や
調

理
方
法
を
工
夫
し
て
無
理
な

く
栄
養
補
給

＊
夏
風
邪
の
と
き
も
要
注
意

熱
中
症
の
応
急
処
置

●
涼
し
い
場
所
へ
避
難

　

 

風
通
し
の
よ
い
日
陰
や
エ
ア

コ
ン
の
効
い
て
い
る
室
内
へ

避
難

●
体
を
冷
や
す

　

 

衣
服
を
緩
め
た
り
脱
が
せ
る

な
ど
し
て
、
体
か
ら
の
熱
の

放
散
を
助
け
る

　

 

う
ち
わ
で
扇
い
だ
り
、
露
出

ろ
う
」「
こ
こ
を
塗
り
た
い
」
と

子
ど
も
た
ち
で
話
し
な
が
ら
分

担
す
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

卒
園
式
当
日
に
は
、
緊
張
し

た
様
子
も
伺
え
ま
し
た
が
、
み

ん
な
で
作
っ
た
「
へ
な
そ
う
る
」

に
見
守
ら
れ
な
が
ら
楽
し
そ
う

に
堂
々
と
、修
了
証
書
を
も
ら
い

受
け
、そ
の
後
に
「
大
き
く
な
っ

た
ら
何
に
な
り
た
い
か
」
の
発

表
。
子
ど
も
た
ち
で
考
え
た「
一

年
間
の
思
い
出
」
で
は
、目
を
見

合
い
な
が
ら
立
派
に
、各
月
の
思

い
出
を
発
表
す
る
姿
が
あ
り
、

頼
も
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

卒
園
記
念
品
と
し
て
、
保
護

者
の
方
々
よ
り
温
州
み
か
ん
の

記
念
樹
を
頂
き
、
園
庭
に
植
え

て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
小
さ
な

背
丈
の
木
で
す
が
、
若
い
緑
の

葉
や
、小
さ
く
つ
け
た
花
か
ら
、

成
長
が
楽
し
み
で
す
。
10
月
の

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
、
卒

園
児
が
戻
っ
て
く
る
日
に
は
、

子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
成
長
し

大
き
く
な
っ
て
い
る
姿
に
期
待

し
ま
す
。

こ
う
し
た
関
わ
り
が
き
っ
か

こ
う
し
た
関
わ
り
が
き
っ
か

け
と
な
っ
て
、
遊
び
の
中
で
も

け
と
な
っ
て
、
遊
び
の
中
で
も

異
年
齢
で
の
交
流
が
生
ま
れ
て

異
年
齢
で
の
交
流
が
生
ま
れ
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

園
庭
の
池
に
た
く
さ
ん
生
ま

園
庭
の
池
に
た
く
さ
ん
生
ま

れ
た
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
を
、
年

れ
た
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
を
、
年

中
組
や
年
長
組
の
子
ど
も
達
が

中
組
や
年
長
組
の
子
ど
も
達
が

夢
中
に
な
っ
て
す
く
っ
て
い
る

夢
中
に
な
っ
て
す
く
っ
て
い
る

と
、
年
少
組
の
子
ど
も
が
そ
の

と
、
年
少
組
の
子
ど
も
が
そ
の

様
子
を
の
ぞ
き
に
や
っ
て
き
ま

様
子
を
の
ぞ
き
に
や
っ
て
き
ま

し
た
。
一
緒
に
す
く
っ
て
み
た

し
た
。
一
緒
に
す
く
っ
て
み
た

く
な
っ
た
年
少
さ
ん
に
、
お
兄

く
な
っ
た
年
少
さ
ん
に
、
お
兄

さ
ん
、お
姉
さ
ん
た
ち
は「
コ
ッ

さ
ん
、お
姉
さ
ん
た
ち
は「
コ
ッ

プ
を
使
う
と
す
く
い
や
す
い

プ
を
使
う
と
す
く
い
や
す
い

よ
。」「
バ
ケ
ツ
を
と
っ
て
お
い

よ
。」「
バ
ケ
ツ
を
と
っ
て
お
い

で
。」な
ど
と
声
を
か
け
て
く
れ

で
。」な
ど
と
声
を
か
け
て
く
れ

ま
し
た
。
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
す

ま
し
た
。
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
す

く
い
の
輪
に
年
少
さ
ん
も
た
く

く
い
の
輪
に
年
少
さ
ん
も
た
く

さ
ん
加
わ
っ
て
、
池
の
周
り
は

さ
ん
加
わ
っ
て
、
池
の
周
り
は

大
賑
わ
い
で
す
。
た
ま
に
夢
中

大
賑
わ
い
で
す
。
た
ま
に
夢
中

に
な
り
過
ぎ
て
池
に
足
が
ポ

に
な
り
過
ぎ
て
池
に
足
が
ポ

チ
ャ
ン
と
落
ち
て
し
ま
う
こ
と

チ
ャ
ン
と
落
ち
て
し
ま
う
こ
と

も
！
も
！年

少
組
の
子
ど
も
達
は
、
お

年
少
組
の
子
ど
も
達
は
、
お

兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
の
遊
び
か
ら

兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
の
遊
び
か
ら

た
学
園
・
中
高
の
方
々
を
は
じ

め
、Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
に
関
わ
る
全

て
の
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

私
達
が
日
頃
心
が
け
て
い
る

の
は
笑
顔
と
迫
力
あ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
チ
ー
ム
の
一

体
感
で
す
。
そ
し
て
、
観
て
い

る
人
た
ち
が
元
気
の
出
る
よ
う

な
演
技
が
目
標
で
す
。

ま
た
、
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
と
い

う
チ
ー
ム
名
は
、
部
の
創
設
時

に「
進
化
し
続
け
る
人
た
ち
」と

い
う
意
味
を
込
め
て
付
け
ら
れ

た
も
の
で
す
。そ
の
名
の
通
り
、

メ
ン
バ
ー
一
人
一
人
が
成
長

し
、
チ
ー
ム
と
し
て
進
化
し
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
せ
た
部
位
に
水
を
か
け
る

な
ど
し
て
、
体
か
ら
の
熱
の

放
散
を
助
け
る
保
冷
剤
や
冷

え
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど「
冷

た
い
も
の
」
が
あ
れ
ば
、首
や

わ
き
の
下
、
太
も
も
の
付
け

根
に
当
て
て
体
を
冷
や
す

●
水
分
・
塩
分
補
給

●
医
療
機
関
へ
運
ぶ

　

 

意
識
が
な
い
な
ど
、
自
力
で

水
分
の
摂
取
が
で
き
な
い
時

は
、
緊
急
で
医
療
機
関
に
搬

送
す
る
こ
と
が
最
優
先
の
対

処
方
法

な
ん
と
な
く
体
調
が
悪
い
、

普
段
と
違
う
と
感
じ
た
時
は
、

無
理
せ
ず
保
健
セ
ン
タ
ー
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

も
刺
激
を
受
け
な
が
ら
、
日
々

も
刺
激
を
受
け
な
が
ら
、
日
々

幼
稚
園
で
の
経
験
を
豊
か
に
広

幼
稚
園
で
の
経
験
を
豊
か
に
広

げ
て
い
ま
す
。
一
方
、
年
中
組

げ
て
い
ま
す
。
一
方
、
年
中
組

や
年
長
組
は
小
さ
な
お
友
達
と

や
年
長
組
は
小
さ
な
お
友
達
と

関
わ
る
こ
と
を
通
し
て
人
に
優

関
わ
る
こ
と
を
通
し
て
人
に
優

し
く
接
す
る
こ
と
を
学
ん
で
い

し
く
接
す
る
こ
と
を
学
ん
で
い

ま
す
。

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
互
い
に
さ
ま
ざ

こ
の
よ
う
に
互
い
に
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
を
吸
収
す
る
機
会
と

ま
な
こ
と
を
吸
収
す
る
機
会
と

な
る
異
年
齢
の
交
流
を
日
常
の

な
る
異
年
齢
の
交
流
を
日
常
の

園
生
活
の
中
で
育
ん
で
い
き
た

園
生
活
の
中
で
育
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

い
と
思
い
ま
す
。

保健
センター

熱
中
症
に

気
を
つ
け
よ
う
！

熱
中
症
に

気
を
つ
け
よ
う
！

中
学
校
・
高
等
学
校

全国大会で２位に輝いた
Ｉ
イ ン ガ ー ス

ＮＧＥＲＳ

か せ い

の
お
う
ち

の
お
う
ち

森

朝の身支度の様子
卒園式では立派な姿をみせてくれましたみんなで作った「へなそうる」記念樹の

温州みかんの木
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● 【
レ
ク
チ
ャ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
】

開
催
の
お
知
ら
せ

今
年
は
サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ー
ル

㈱
よ
り
ビ
ー
ル
開
発
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
を
お
呼
び
し
て
、

そ
の
美
味
し
さ
の
秘
密
に
つ
い

て
お
話
を
伺
う
予
定
で
す
。

﹇
日
時
﹈
10
月
27
日
（
土
）
11
時

開
演

﹇
会
場
﹈東
京
家
政
大
学
板
橋
校

舎
１
２
０
周
年
記
念
館

﹇
演
者
﹈サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ー
ル
㈱

　

シ
ニ
ア
・
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

 

磯
江　

晃
氏

緑
苑
祭
中
に

開
催
い
た
し
ま

す
の
で
、
皆
様

お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
是
非
お

越
し
く
だ
さ
い
。

入
場
無
料

● 【
生
活
を
テ
ー
マ
と
す
る
研

究
・
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
】
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

﹇
応
募
資
格
﹈

〇
一
般
高
校
生
部
門

〇 

東
京
家
政
大
学
・
短
期
大
学

部
の
学
生
部
門

学
園
で
は
従
来
よ
り
空
調
機

の
適
切
な
室
温
設
定
、
夏
期
の

ク
ー
ル
ビ
ズ
の
推
進
、
夜
間
の

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
運
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
加
え

て
昨
年
度
か
ら
は
、
地
球
温
暖

化
防
止
の
観
点
か
ら
環
境
省
地

球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の
国
民

運
動
「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ　

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
＝
（
賢
い
選
択
）」
に
賛
同

し
登
録
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
が

板
橋
区
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

「
え
が
お
の
写
真
展
」
開
催

5
月
24
日（
木
）か
ら
6
月
7

日（
木
）ま
で
、
１
２
０
周
年
記

念
館
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ
支
援

セ
ン
タ
ー
に
て
「
え
が
お
の
写

真
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
学
園
貢
献
賞
理

事
長
特
別
賞
を
受
賞
し
た
、
わ

か
く
さ
グ
ル
ー
プ
卒
室
生
の
北

村
亮
太
さ
ん
の
お
母
様
が
副
会

長
の
「
板
橋
区
手
を
つ
な
ぐ
親

の
会
」
よ
り
依
頼
が
あ
り
、
開

催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

既
に
板
橋
区
内
で
2
回
開
催

さ
れ
て
お
り
、
毎
回
大
変
反
響

が
大
き
く
、
新
聞
に
も
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、学
生
の
皆
さ
ん
に
、

障
が
い
の
あ
る
本
人
と
そ
の
家

族
の
笑
顔
を
伝
え
た
い
と
の
希

望
で
実
現
し
ま
し
た
。

第
２
回
新
入
生
歓
迎
交
流
会
の

開
催5

月
31
日
（
木
）「
第
2
回
新

入
生
歓
迎
交
流
会
」
が
板
橋

キ
ャ
ン
パ
ス
「
ル
ー
チ
ェ
」
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
上
級
生
と
下
級
生
の

交
流
の
機
会
と
し
て
上
級
生
が

企
画
し
た
も
の
で
、「
家
政
大

を
、
自
分
た
ち
の
学
生
生
活
を

表
彰
状
お
よ
び
副
賞
と
し
て

最
優
秀
賞
10
万
円（
各
部
門
1
名
）

優
秀
賞
5
万
円（
各
部
門
2
名
）

佳
作
2
万
円
（
各
部
門
5
名
）

﹇
応
募
締
切
﹈
9
月
10
日
（
月
）

応
募
方
法
に
つ
い
て
は
生
活
科

学
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

﹇
表
彰
式
﹈
10
月

27
日
（
土
）
の

東
京
家
政
大
学

緑
苑
祭
の
中
で

行
う
予
定

　

学
生
の
皆
さ

ん
奮
っ
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
！

年
々
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
は
増

加
し
て
い
ま
す
。

原
因
と
し
て
は
、今
年
５
月
よ

り
外
気
温
が
急
激
に
高
く
な
っ

て
い
る
事
、冬
場
の
寒
さ
が
長
く

続
い
た
事
、外
部
へ
の
建
物
貸
出

が
前
年
度
比
４
倍
を
超
え
て
い

る
事
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、近
年
は
国
が
定
め

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
支
出
を
前
年
度

比
か
ら
１
％
減
に
す
る
削
減
義

務
を
果
た
せ
て
お
り
ま
せ
ん
。

今
夏
も
健
康
に
留
意
し
、
教

育・研
究
活
動
等
へ
の
影
響
が
な

い
範
囲
で
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
問
合
先
：
財
務
部
管
財
課
） 

よ
り
良
く
す
る
た
め
に
何
が
で

き
る
か
」
を
テ
ー
マ
に
学
生
が

自
ら
考
え
立
案
し
ま
し
た
。
当

日
の
司
会
を
は
じ
め
、
ま
た
、

資
料
の
作
成
、
進
行
全
て
を
学

生
が
行
い
ま
し
た
。

ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
で
は
「
東

京
家
政
大
学
ク
イ
ズ
」
を
学
科

対
抗
で
実
施
し
、
会
場
が
温

ま
っ
た
あ
と
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
上
級
生
が
新
入
生
の

相
談
に
の
る
時
間
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。
参
加
し
た
新
入
生
か

ら
は
「
来
年
は
上
級
生
と
し
て

参
加
し
た
い
」
と
の
声
も
聞
か

れ
、
満
足
度
が
非
常
に
高
い
イ

ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

海
外
っ
て
ど
こ
？

海
外
に
つ
い
て
話
し
て
い
る

学
生
さ
ん
の
話
を
聞
く
と
、
夢

や
憧
れ
の
場
所
と
し
て
話
す
人

と
、
怖
い
、
危
険
な
場
所
と
し

て
話
す
人
の
２
つ
の
タ
イ
プ
が

い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
両

極
で
す
が
、
ど
ち
ら
も
偏
っ
て

い
る
と
い
う
意
味
で
は
同
じ
で

す
ね
。
と
こ
ろ
で
、
海
外
っ
て

ど
こ
で
し
ょ
う
か
？ 

自
分
の

国
の
外
が
海
外
な
ら
、
別
の
国

の
人
が
見
た
ら
日
本
も
海
外
で

す
よ
ね
。 

私
た
ち
も
別
の
国
の

人
か
ら
見
た
ら
、
海
外
に
住
む

外
国
人
。
友
達
の
家
に
行
く
よ

う
に
「
海
外
に
行
く
」
こ
と
が

当
た
り
前
に
な
っ
た
ら
面
白
い

と
思
い
ま
せ
ん
か
？

日
本
に
も
様
々
な
人
が
い
る

よ
う
に
、
世
界
に
は
た
く
さ
ん

の
国
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

文
化
や
環
境
、
言
葉
、
価
値
観
、

生
き
方
が
あ
り
ま
す
。
友
達
の

家
に
お
邪
魔
す
る
よ
う
に
、
海

外
の
国
々
を
訪
れ
て
自
分
の
世

界
を
広
げ
、
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
学
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、

国
内
で
学
ぶ
箱
根
グ
リ
ー
ン
セ

ミ
ナ
ー
を
始
め
と
し
、カ
ナ
ダ
、

イ
ギ
リ
ス
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
、
ド
イ
ツ
、
韓
国
、
台
湾
、

ア
メ
リ
カ
で
語
学
研
修
や
各
学

科
の
専
門
研
修
、
現
地
の
大
学

で
学
ぶ
研
修
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
ま
た
学
内
で
も
、
留
学
生

カ
フ
ェ
やEnglish V

illage

、

キ
ャ
ン
パ
ス
英
会
話
、
Ｔ
Ｋ
Ｕ

サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
外
国

人
留
学
生
の
受
入
も
し
て
い
ま

す
。大

学
時
代
に
体
験
す
る
こ
と

は
今
後
の
人
生
に
大
き
な
影
響

を
与
え
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
機

会
を
利
用
し
て
、
国
や
言
葉
を

超
え
て
様
々
な
人
た
ち
と
交
流

し
、
自
分
な
り
の
生
き
方
を
見

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

東
京
家
政
大
学
女
性
未
来
研

究
所
は
、
所
長
に
本
学
名
誉
教

授　

樋
口
惠
子
先
生
を
お
迎
え

し
、
２
０
１
３
年
に
創
設
さ
れ

ま
し
た
。

本
学
専
任
教
員
を
中
心
と
し

た
兼
任
研
究
員
が
進
め
る
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
12
件
あ
り
、

不
定
期
に
研
究
会
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
ひ
と
月
か
ら
ふ
た

月
に
一
回
ほ
ど
開
催
す
る「
定
例

研
究
会
」
で
は
、
女
性
と
社
会

に
ま
つ
わ
る
問
題
に
つ
い
て
最

新
の
知
見
を
提
供
し
、
意
見
交

換
の
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

研
究
の
成
果
を
生
か
し
た
授
業

「
自
立
の
探
究
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論

に
学
ぶ
」を
出
講
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
板
橋
区
・
北
区
を
は

じ
め
と
し
て
、
Ｊ
Ｄ
Ｎ
（
ジ
ャ

パ
ン
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）
や
に
っ
ぽ
ん
子
育
て

応
援
団
な
ど
、
広
く
社
会
の
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
協
働
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
多
角

的
な
活
動
を
通
し
て
、「
女
性
の

未
来
の
可
能
性
」「
人
生
１
０
０

年
社
会
」「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

ケ
ア
・
バ
ラ
ン
ス
」「
男
女
共
同

参
画
社
会
」「
女
性
の
自
主
と
自

律
」
の
５
つ
の
分
野
で
の
研
究

を
深
め
、
女
性
の
未
来
、
そ
し

て
人
間
と
環
境
の
未
来
を
よ
り

豊
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。８

号
館
1
階
に
事
務
室
が
あ

り
ま
す
の
で
、
い
つ
で
も
お
寄

り
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
定
例
研

究
会
は
、
学
内
の
方
向
け
に
公

開
し
て
お
り
ま
す
。
申
込
等
は

不
要
で
す
の
で
、
気
に
な
る

テ
ー
マ
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ

ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ど

う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
3
月
に
退
職
さ
れ

た
左
記
の
先
生
方
に
名
誉
教
授

の
称
号
記
が
平
成
30
年
4
月
1

日
付
で
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
野　

容
子　

教
授

　

木
元　

幸
一　

教
授

　

小
林　

泰
子　

教
授

　

近
喰
ふ
じ
子　

教
授

　

中
村　

信
也　

教
授

　

西
村　

純
一　

教
授

　

能
澤　

慧
子　

教
授

　

森
尻　

強　
　

教
授

　

山
本　

悠
三　

教
授

先
生
方
は
学
園
に
入
職
さ
れ

て
以
来
、
学
内
外
で
ご
活
躍
、

教
育
上
の
多
大
な
功
績
を
残
さ

れ
た
他
、
永
年
に
わ
た
り
学
園

の
教
育
・
研
究
の
発
展
に
ご
尽

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
授
与
式

は
6
月
19
日
百
周
年
記
念
館
大

会
議
室
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
活
科
学
研
究
所

生
活
科
学
研
究
所

学生記者

前
号
の
訂
正

2
面
「
つ
く
し
」
の
中
の
「
開
設

し
て
13
年
目
」
は
「
開
設
し
て
3
年

目
」
の
誤
り
で
し
た
の
で
、
こ
こ
に

訂
正
し
お
詫
び
し
ま
す
。

女
性
未
来
研
究
所

女
性
未
来
研
究
所

名
誉
教
授
称
号
記
授
与

名
誉
教
授
称
号
記
授
与

夏
期
及
び
年
間
の

夏
期
及
び
年
間
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
動
に

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
動
に

つ
い
て
の
お
願
い

つ
い
て
の
お
願
い

１． 歩きながらスマートフォン
等を使用しない

２．右側を通行し、広がらない
３．大声で騒がない・集まらない
４．信号無視をせず、横断歩道を渡る
５．踏切の遮断機が下がり始めたら、横断しない
６．自転車は道路交通法を守って、安全に使用する

学生目線で
情報を

発信しませんか。

詳しくは
総務課まで

お声がけください。

交通マナーを守りましょう！
約8千人の学生・生徒・教職員が通学・
通勤しています。また、板橋校舎周辺は
住宅地です。


